
「地域見守り」と「地域後見」による空き家の発生抑制
（ＮＰＯ法人ライフサポートセンターＨＡＰＰＹ）

取組内
容

①地域見守り組織の充実 ②終活プラン作成の啓発と終活相談の活用促進
③「未来のまちデザインコンテスト」開催 ④専門的知見からのケース会議
⑤「地域で行う後見システム」体制の構築

成果 ・対象地区において、地域見守り活動を担う「（安心・安全）Ａ＆Ａメンバー」が組織され、地域の高齢者宅への声がけや情報収集が
なされた。
・関連機関との連携を図るための情報伝達フローを作成し、共有できた。
・地域見守り活動における重要聞き取りフローや優先順位を決める対応トリアージを作成した。
・「まちづくりデザインコンテスト」を実施し、本事業を広く市民に広報したほか、人口減少時代の町の在り方についての問題提起が
できた。
・地域見守り「Ａ＆Ａメンバー」の養成講座の講義テキストを作成した。

・専門家による個別事案への対応例が蓄積された。

＜関連機関と情報の伝達＞

＜専門家の知見を地域活動に生かすＰＤＳＣ＞

＜地方新聞・デジタル新聞に掲載＞
取材をもとに、記事の内容も本事業の趣旨を捉え、きち
んと整理した形で市民に伝えられた。

＜Ａ＆Ａメンバーの研修の様子と
証明用名札＞


